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＜連絡事項＞

· 富田　紀子様　～8/27（水）デイケア体験利用予定となっており、昼食を発注する事。

· 栄養管理より、8/27（水）の冷し中華の麺は、厨房にて茹で１人分ずつ分けてくるとの事。

· 村上　元道様　～8/31（日）青山荘退所予定となっており、8/29（金）14：00からケア検討会議が行われる。木村出席予定。

＜外来情報＞

· 上川原　豊様　～膝の痛みがあり、赤田外科受診している事を報告されている。自転車に乗る事は

出来るが、坂は「大変だ」と話される。担当医が実家はどうだったのか尋ねると苦笑している。

· 番沢　政勝様　～幻聴があるがこのまま様子を見ると話されている。幻聴に振り回されるような

事があれば相談するよう伝えている。

· 清水　泰雅様　～手の湿疹見られるが自宅ではクリームを塗っていると話されている。自宅では

「みんなと一緒に食事をとっている」と話されている。本日は、診察時間が早まりお母様と同伴での受診が出来なかった為、次回同伴での受診予定。

· 村上　元道様　～8/29（金）に正式に退所が決まり、9/1（月）からグループホームへの入所と

なる事を報告されている。担当医より、バタバタして薬の飲み忘れをしないように助言あり。

· 江刺家　陽輝様～「薬が変わったがだるさと眠気がある」と話される。ゲームは4時間位行って

いると話すが、友達と一緒にいる時間は殆どゲームを行っているとの事。

幻聴が少しあると話される。6：00か6：30に布団に入るが寝付けなく朝起きる事が出来ないと話す為、就床前薬がハルラックへ変更となっている。次回採血予定。

· 下妻　康貴様　～「足は痛いが、仕事は休まずやっている。ナイトケアも休んでいない」と報告

されている。

· 澤　　昌利様　～「減薬したら楽になった」と話されている。味覚の件で日赤病院を受診していた

が「もう行かなくてもよくなった。まだ味がないけど」と話されている。

体重84.2kg。デイケア終了後、ローソンでおにぎりを購入し食べているとの事。

· 川口　八寿子様～叔父様が胃ガンで手術した事や9/3に幸房を見学する事になった事など報告

されている。担当医より、幸房を利用する件に関して、叔父様の事が1段落

してから考えるようアドバイスあり。また、デイケア利用者様と一緒に一泊

旅行に出掛ける事について担当医に相談。担当医は「本人に任せる」と話しており、了承を得ている。

· 種本　サハ様　～青明舎での訪問が月1回になった事を報告されている。特に変わりがないとの事。

· 北村　奈美様　～前回採血の結果プロラクチンの値が高く、現在生理が止まっていることを話され

る為、担当医より12月までに生理が来なかったら婦人科を受診するよう伝えている。本人より、生理痛の際は市販の鎮痛剤を服用していいのかと書いてあるメモを見ながら担当医へ質問している。担当医より、飲まないようアドバイスあり。

· 庭野　弘樹様　～「幸房には慣れてきた。お金は3600円もらった。週5回行くともっともらえる

と言われた」と報告されている。体重67kg。髭が少し伸びている。

＜利用者様情報＞

· 晴山　美智子様～本日来所されている。本人より「入院したい」との訴えあり、詳しい内容につい　

て尋ねると

1 体重が増えてきた事。

2 夜間、髪が気になり家中の鏡を見て廻り眠っていない。

と話される。また、利用日の変更をしたいとも話される。

体重に関しては、体重を減らすような努力をしておらず、１日中ゴロゴロと横になっている事や2日に1度5～6千円の買い物をするが殆ど本人の間食を購入している事など話されている。（本人は間食をしていないと話している）

⇒体重減少の為や生活リズムの改善の為に、欠席するとしてもデイケアには必ず来る事、食事ノートをデイケアにも持参する事など促している。

　利用日は、月・水・木にしたいとの事で、担当医へ相談するよう促している。

· 江刺家　陽輝様～8：00来所されるが、眠気が強いとの事で静養室にて休んで頂いている。10：00

には起きているが、ボーとした様子で「だるい」と話される。日中は、スタッフと話したり、ゲームをする時は少し元気が出ると話している。

⇒病状の変化に注意し、眠気の強い時には無理をさせず静養室で休むよう促していく。

· 上川原　豊様　～昨日、膝の痛みの為14：00に外科受診するとの事で早めに帰られている。

14：00では早すぎる為15：00にするよう促すが納得されず、本日も14：00で帰りたいと話している為、15：00にするよう促していく。また、スタッフを変えて早く帰る事を話す可能性もある為、統一した対応を行っていく。

· 番沢　政勝様　～本人より、「外来受診では言わなかったが幻聴があり、先生が薬を変えましょう

か？と言っていたが、『あおめ』に新しい人が入るから、今薬を変えるといけないと思っている。変えるとしても、新しい人が来て少ししてからの方がいいと思う。幻聴はいつもあるが、まだ大丈夫」と話されている。

⇒「動きを止めるな」との幻聴があるとの事。本人の行動や病状の変化を観察していく。

· 村上　元道様　～本日、アンケート記入して頂くが、適当な内容で記入するなど投げやりな態度が　

見受けられている。プログラムの参加状況でも、興味がない内容だと机に伏す、机にもたれてメモをとるなど参加態度の悪さが見受けられるため、その都度注意している。

⇒現在のプログラムなどへの参加状態を就労に向けて評価していく事を本人へ伝えている。

　　　　　　　　「就労して、疲れたらいつ休んだらいいのか？土日には遊びたいから…」と、時間の使い方について不安を話される時もある為、本人の話を傾聴し精神状態の変化を観察していく。









